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平成28年東京雄水会の集い　次第
　　　　　　　　　　　　平成28年 6月18日 （土） 11：30　開会
　　　　　　　　　　　　於　霞ヶ関ビル35階   東海大学校友会館 

 司　会　幹　事　長（高21期）佐　藤　政　雄　　　
 　　　　
◎黙　　　　　祷
　開 会 の 挨 拶…………………………………………………………　司　　会　　者
　校　歌　斉　唱……………………（指揮）遠 藤 武 二＝高16期　　全　　　　　員
　会　長　挨　拶………………………………東京雄水会　会　長　　岸　本　六　蔵

◎総　　　　　会
　報　告　事　項　⑴　平成27年度活動報告
　　　　　　　　　⑵　平成27年度収支決算報告
　　　　　　　　　⑶　監　 査　 報　 告
　審　議　事　項　⑴　平成28・29年度活動方針（案）
　　　　　　　　　⑵　平成28年度収支予算（案）
　　　　　　　　　⑶　役 員 選 出（案）
　　　　　　　　　⑷　そ 　　の　 　他

◎来　賓　紹　介…………………………………………………………　司　　会　　者
　来　賓　祝　辞…………………秋 田 商 業 高 校　校　長 佐　藤　　　武　様
　　　　　　　　　　　　　　　秋田市東京事務所　所　長 佐　藤　　　均　様
　　　　　　　　　　　　　　　秋 商 雄 水 会　会　長　　鈴　木　茂　夫　様
　　　　　　　　　　　　　元　秋 田 商 業 高 校　教　諭　　菅　原　一　夫　様

　メッセージ・祝電披露…………………………………………………　司　　会　　者

◎講　　　　　演……演題 「進化と継承」
　　　　　　　　　　　　　有限会社　佐藤養助商店　代表取締役　佐　藤　正　明　様　　

◎懇　　親　　会　　　　　　　 　  司　会　担　当　期 （高16期） 阿　部　一　夫　

　乾　　　　　杯……………………………………………
　　　　 （懇　　談） 

　校歌・必勝歌斉唱…………………（指揮）遠 藤 武 二＝高16期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安 藤 政 司＝高15期 
 菊 地　  昇＝高22期　　全　　　　　員
　がんばろう !! 三唱…………………………………………
　閉 会 の 挨 拶……………………………………………  副会長　　越前谷　千　秋　　
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平成28年（第45回）集いの開催にあたって
東京雄水会　会　長　岸　本　六　蔵

　日頃会員の皆様から
多大なご支援、ご協力
をいただいていること
に深く感謝申し上げま
す。
　さて、昨年を振り返っ
てみますと、何と言っ
ても母校の硬式野球部

が夏の甲子園大会で大活躍した事です。
80年ぶりのベスト 8進出、秋田県内だけでなく全
国にその名を轟かせてくれました。
初戦、龍谷大付属佐賀高（佐賀県代表）、第二戦
高崎健康福祉大付属高崎高（群馬県代表）に勝ち
上がり、ベスト８で仙台育英高（宮城県代表）に
あと一歩のところで敗れてしまいましたが、甲子
園球場で三試合、秋田県代表として見事な活躍を
してくれました。
秋田からの母校生徒、父兄の応援団に加え、東京
雄水会、秋商雄水会近畿支部、近畿秋田県人会が
一つになった甲子園球場での大応援団、そしてテ

レビの前での全国の秋商関係者の期待に見事にこ
たえてくれました。実に楽しい三日間でした。監
督をはじめ出場し活躍した選手たちに大喝采です。
次はこの蓄えた力で全国優勝を目指しましょう。
　又、年末にはサッカー部が２年ぶりに全国選手
権大会に出場してきました。しかも出場回数41回
は全国一で、東京にその雄姿を見せてくれました。
　しかし、残念ながら一回戦で徳島県代表の鳴門
高に惜しくも敗れてしまいました。
秋田からの生徒・父兄の応援団、東京雄水会会員
のみならず首都圏在住の秋田県人及び在京の秋田
県高等学校同窓会の仲間が大勢で川崎市の等々力
競技場に駆けつけ応援してくれました。
年末の12月31日大晦日にもかかわらず試合の応援、
試合後のみんなでの交歓会と嬉しく楽しい一日で
した。
また来年に期待しましょう。
　母校では、二月に卒業生に対して同窓会「秋商
雄水会」の説明会と入会式がありました。秋商同
窓会の東京支部として参加しました。希望に燃え
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た明るく元気一杯の生徒たちでした。
三月に239名（男子94名、女子145名）が卒業し飛
び立っていきました。
進学、就職で大勢の卒業生が上京してきます。
皆で暖かく迎えたいと思います。
　そして四月には240名（男子99名、女子141名）、
の新入生が入学しました。
ご多聞に洩れず秋田県も少子化が進んでいます。
県内には募集定数に満たない定員割れの高校も多
く出ています。

その中で母校は入学試験1.24倍の高倍率でした。
全国レベルの部活動、ビジネス実践のキャリア教
育と文武両道の伝統校として中学生やその保護者
から高く評価されている表れだと思います。
　東京雄水会としても母校との一層の関係の強化、
そしてふるさと秋田に少しでも貢献できるように
努めて行きたいと考えます。
　今年も一年皆様と共により良い東京雄水会の発
展に努めさせていただきます、旧に倍する温かい
ご支援とご指導賜りますようお願い申し上げます。

秋高連・秋田ふるさと応援団の共催による秋田商業高校の
第97回全国高校野球選手権大会（甲子園）出場壮行会出席者の寄せ書
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着　任　の　ご　挨　拶
秋田商業高等学校　校　長　佐　藤　　　武

　東京雄水会の皆様に
は、平素より母校の教
育活動に対し、ご支援
ご協力を賜りまして心
より感謝申し上げます。
昨年度は、全国サッ
カー選手権をはじめと
して、多くの部活動の

応援や陣中見舞、激励訪問などでお世話になり、
誠にありがとうございました。
　私は、この 4月に鎌田勝前校長の後任として着
任いたしました佐藤武でございます。出身は横手
市です。大学卒業後、理科（化学）教諭として県
内各校に勤務し、秋田西高校などの教頭を経て、
3月まで大館工業高校の校長を務めていました。
創立以来96年の歴史と伝統を誇り、文武両道を実
践し、進路指導、部活動、地域貢献活動など様々
な分野で輝かしい実績をあげている本校に勤務で
きることを大変光栄に思うと同時に、その重責に
身の引き締まる思いでいっぱいです。また、今年
度の人事異動で教頭に新たに秋田公立美術大学附
属高等学院副校長の加藤雅人先生が着任しました。

加藤教頭は以前長らく本校で勤務し、学校事情に
精通しており、大変心強い限りです。村上清秀教
頭と共に全職員一丸となって頑張っているところ
であります。
　さて、少子化の影響で、本県の高等学校では、
学級減や学級定員減、統合などが行われ再編整備
が進められております。私が 3月まで勤務してい
ました大館工業高校も、大館市内 3校（大館桂、
大館工業、大館高校）が統合になり、新たに大館
桂桜高校としてスタートしました。平成18年に
は、57校あった公立高校が、28年度は50校になっ
てしまいました。平成28年度から新たにスタート
した第七次秋田県高等学校総合整備計画でも、統
合や地域校化（分校）がさらに進められる予定で
す。そのような状況の中でも、この春の高校入試
では県南や県北で定員割れの学校が多い中、本校
は1.24倍という高倍率でありました。
昨年の甲子園での活躍、全国サッカー選手権への
出場、レスリング、剣道、卓球などの全国レベル
の部活動や、ビジネス実践などのキャリア教育の
取り組みが文武両道の伝統校として、中学生やそ
の保護者から評価されていることの表れだと思い
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ます。しかしながら、歴史と伝統に支えられ、本
県の商業教育をリードしてきた本校ですが、現状
に甘んずることなくさらなる発展を目指して邁進
することが期待されます。ビジネス実践などの本
校の特徴的な取り組みをさらに発展・充実させ、
社会人として必要な基礎力を身に付けさせ、地元
企業や地域社会に主体的に貢献できる人材を育成
するとともに、生徒自らがその人間性を磨き、高
めることができるように日常の教育活動に力を入
れていきたいと考えております。
　今年度は11名の新任職員を迎え、 4月 5日に始
業式、 6日に入学式を終えました。入学式には穂
積市長や越後市教育長、鈴木雄水会会長をはじめ、
多くの来賓と保護者の出席のもと、新入生240名
（男99名､ 女141名）を迎えました。全校生徒717

名（男327名45.6％､ 女390名54.4％）で平成28年
度をスタートしています。
　始業式では、 2、 3年生に対して、豊かな人間

性を身につけること、高い目標を持つこと、入学
式では、秋商生としての自覚と責任を持って生活
すること、入学したときの気持ちを忘れず、高い
志を持ち、 3年間努力することについて話しまし
た。いずれも、秋商生として誇りと自覚を持ち、
目標を持った充実した高校３年間を送ってほしい
との思いからです。
　少子化など学校を取り巻く環境には厳しいもの
がありますが、今日まで脈々と受け継がれてきた
校訓「感謝・勤勉・鍛錬」の精神をしっかりと継
承しながら、平成32年（2020年）の創立100周年に
つながる 1ページをつくるために、生徒・教職員
一同が力を合わせて頑張っていきたいと思います。
最後になりますが、これからも東京雄水会の皆様
には本校に対する一層のご支援ご協力をお願い申
し上げますとともに、貴会のますますのご発展を
祈念申し上げ、着任のご挨拶といたします。

学校の玄関にいつも飾られている華道部の力作

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

    
 
 

   
       
  

T EL   FA  X   
 h t t p : / / m e n n o t a k u m i . c o m / 

ビジネス実践報告会
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活　動　報　告
※（於　神田　おーる秋田・東京ふるさと館は、単に「於　ふるさと館」と表示しました。）

◎東京雄水会の集い・総会関連事業
27.  6. 19　会場打合せ　○岸本会長他５名出席
27.  6. 20　平成27年東京雄水会の集い
　○於　霞ヶ関ビル35階　東海大学校友会館
　○会員他　93名、来賓・講師６名出席
　○  講演　㈱ブラウブリッツ秋田　代表取締役会
長　外山純氏　演題「秋商我と共にあり」

　○  平成26年度活動報告・収支決算報告・監査報
告を承認　○会則改定・平成27年度収支予算・
役員の一部変更の各案を原案通り可決

　○来賓（お名前の◎印はご挨拶を頂いた方）
　　秋田県東京事務所　所　長　牧野　一彦　様
　　秋田市東京事務所　所　長◎二木　正行　様
　　東京秋工会　　　会　長　　三平　俊悦　様
　　秋田商業高校　　校　長　◎鎌田　　勝　様
　　秋商雄水会　　総務局長　◎武藤　四郎　様
　○会報第42号発行

27.  6. 27　欠席者・スポンサー等に会報等を発送
　○伊藤副会長（外部委託）　○ 1,239通
　　　　　　　　　　　　　　
◎会議の開催など　
27.  6.  2　四役会議　活動計画等
　他に10. 28・ 28. 3. 2開催　○於　ふるさと館
　○岸本会長他６～７名出席
27.  7. 15　「東京雄水会の集い」反省会
　○於　ふるさと館　○岸本会長他９名出席
28.  1. 23　東京雄水会新年会
　○於　内幸町・佐藤養助日比谷店　
　○岸本会長他30名出席
28.  4. 23  顧問団・役員合同会議
　○於　ふるさと館　○佐藤顧問他11名出席
28.  4. 24　会計監査
　〇於　岸本管財㈱ 会議室
　○柴辻・石田監査他２名出席
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◎全国大会出場の応援、陣中見舞・激励訪問
　 ホテルに陣中見舞・激励訪問し、試合会場に多
数応援に駆け付けた。

◉第27回全国高校情報処理大会◉
　＜コンピュータ部＞　
27.  7. 25　○於　ホテルユニゾ新橋
　○越前谷副会長訪問
　○競技　 7. 26　浦安市・明海大学
◉第62回全国高校珠算・電卓競技大会◉
　＜珠　算　部＞
27.  7. 28　○於　Ｒ＆Ｂホテル大塚駅北口
　○岸本会長訪問
　○競技　7. 29　豊島区・東京都立千早高校
27.  8. 10　第97回全国高校野球選手権大会応援
　　　　○初　　戦　佐賀龍谷（佐賀）１：３秋商
27.  8. 16　３ 回 戦　健大高崎（群馬）３：４秋商
27.  8. 17　準々決勝　仙台育英（宮城）６：３秋商
　 ○於　阪神甲子園球場
　○  岸本会長他会員・家族・県出身者等多数駆け

付け、80年振りのベスト８に歓喜した。
27 . 12. 31　第94回全国高校サッカー選手権大会応援
　○川崎市等々力陸上競技場
　○１回戦　鳴門（徳島）１：０秋商
　○  岸本会長他会員・家族・県出身者等多数の応
援叶わず、不運なＰＫでの１点に泣いた。

◎秋商雄水会・母校との連携等
27.  7. 17　秋商雄水会総会　
　○於　秋田キャッスルホテル
　○岸本会長・佐藤幹事長出席
27.  9. 28　雄水会報発送
　○伊藤副会長（外部委託）　○ 1,328通
28.  1. 14　支部長懇談会・新春賀詞交歓会
　○於　秋田ビューホテル
　○越前谷副会長・佐藤幹事長出席
28.  2. 19　雄水会新会員入会式
　◉ 母校で行われた入会式に岸本会長が出席し、

239名の高67期生に歓迎の言葉を述べた。

新年会　校歌斉唱 新年会　近況報告 コンピュータ部　陣中見舞 珠算部　陣中見舞
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◎秋高連関係行事
27 .  5. 26　役員会 他に、8. 7・9. 15・10. 9・11. 6・

12. 29・28. 2. 5・3. 14　開催
　○於　神楽坂・理窓会館　○岸本会長出席
27.   5. 26　運営委員会　他に、8. 7・10. 9・28. 3. 14
開催　○  於　神楽坂・理窓会館

　○岸本会長・佐藤幹事長出席
27.  7.  3～4　第４回ふるさと訪問・県央編
　○  於　由利高・本荘高・矢島高　○全参加者11

校25名　○岸本会長・畑澤副会長参加
27.  7. 31　親善ゴルフコンペ
　○於　日立高鈴ゴルフ倶楽部　参加者34名
　○岸本会長参加　 ○優勝　田中義雄（大館鳳鳴）
27 . 10.  5　秋のミニハイク　蔵のまち小江戸川越
探索　○於　川越の歴史探訪　○参加者23名

　○岸本会長他２名参加
27 . 11. 30　秋高連フェスタ　
　○於　アルカディア市ヶ谷　○参加者324名
　○岸本会長他11名参加
28.  4. 16　28年度総会

　○於　アルカディア市ヶ谷
　○岸本会長他３名出席

◎けやき会関係行事
27.  7. 29　運営委員会　他に、28. 4.19開催
　○於　平河町・秋田市東京事務所
　○越前谷・畑澤副会長出席
27.  9.  8　市政情報交換会実行委員会
　　他に、10.27・28.1.27の２回開催
　○於　平河町・秋田市東京事務所他
　○越前谷副会長他２名出席
27.  9. 11　ゴルフコンペ
　○於　佐倉カントリー倶楽部　参加者26名
　○岸本会長他２名参加
27.  9. 26･27　秋田竿灯＆産直祭り in 浅草支援
　○於　浅草寺・演芸ホール通り商店街他
　○越前谷・畑澤副会長参加
27 . 10. 17　高尾山ハイキング
　〇於　京王高尾山口～　○参加者９名
　○越前谷副会長他２名参加

大川顧問が贈ったマリンバ 甲子園の応援風景 甲子園の祝勝会風景
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27 . 11. 16　市政情報交換会事前準備
　○於　平河町・秋田市東京事務所
　○伊藤副会長出席
27 . 11. 18　在京秋田市政情報交換会
　○於　アルカディア市ヶ谷　参加者179名
　○岸本会長他18名参加

◎秋田ふるさと応援団関係行事
27.  4. 12　役員会　他に5.30・6.16・6.23・7.26・
　12.5・28.2.9・3.19開催
　○於　ふるさと館 ○岸本会長他４～５名出席
27.  7. 14　第４回チャリティーの集い
　○於　原宿・水交会館　○岸本会長他10名参加
27  .  7. 下旬～8. 中旬　全国高校総体（近畿圏）・
　全国高校野球選手権大会（甲子園）応援
　○岸本会長他多数参加
27.  9. 12　第５期定例総会
　 ○於　ふるさと館　○岸本会長他５名出席
27 . 12.  5　故武田夏男団長のお別れ会開催
　○東京雄水会・本荘ふるさと会と三者共催
　○於　新宿・音羽亭　○岸本会長他５名参加
27 . 12～28. 1　年始年末全国高校選手権大会応援
　○  バスケットボール（男女）・バレーボール（男
女）・サッカー・ラグビー・駅伝（男女）・中
学東日本ラグビー大会（秋田市立将軍野中学
ラグビー部　優勝）

28.  3. 下旬～4. 上旬　全国高校選抜大会応援
　○  柔道（男女）・ラグビー・小学生ミニバスケッ
トボール等、個人団体の他を含む多彩な応援
活動を実施　○於　関東地区・甲子園等　

　 ○岸本会長を先頭に多数参加
　※詳細な活動内容はホームページをご覧下さい。

◎その他の団体との交流
27.  4. 19　首都圏秋田県人会連合会総会・懇親会

　○於　アルカディア市ヶ谷　○岸本会長他出席
27 . 11.  7　東京秋工会総会
　○於　アルカディア市ヶ谷　○岸本会長出席
28.  1. 18　在京秋田県人新春賀詞交歓会
　〇  於　ホテルグランドパレス　○岸本会長他出席

◎サークル活動　東雄囲碁同好会対戦会
　 ○偶数月の第４土曜日13時から
　○５～９名参加　○於　ふるさと館

◎サークル活動　東雄句会（会員12名）　
27.  6. 18　 秋田魁新報・文芸欄投句12名　他に28. 

1.25掲載
27.  6. 20　東京雄水会会報に五句抄掲載　12名
28 . 11.  8　 吟行句会
　○吟行地　水元公園　○７名参加
　※ 毎月１回５句投句する通信句会開催、選句・

選者選評をまとめて会報発行。毎月一人１句
東京雄水会のＨＰに掲載している。

◎サークル活動　雄球会
27 . 10. 20　第54回ゴルフコンペ　○於　佐倉カン
トリー倶楽部　○大川顧問他18名参加

　〇優勝者　大久保丈二（高16期）　
28 .  4.  6　第55回ゴルフコンペ　○於　佐倉カン
トリー倶楽部　○大川顧問他16名参加
　〇優勝者　遠藤武二（高16期）

◎サークル活動　東雄ハイキングクラブ
28 .  4. 10　日本民芸博物館・旧前田侯爵邸・古賀
政男音楽博物館等を訪ねる
　〇和田顧問他９名参加

サッカー応援風景 壮行会に参加の本会会員 壮行会で秋商校歌斉唱
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左上　高21期同期会　28.5.21
　　　　於 : 大塚 shisui deux  22名参加
　中　卓球部東京OB会　28.2.20 
　　　　於：銀座 ･がんこ寿司　30名参加
　下　高18期忘年会　27.12.16
　　　　於：秋田料理・男鹿半島本店
　　　　　　10名参加
右上　高16期　花見　28.4.3 
　　　　於：和風Dining 酒笑（えぐし）
　　　　　　10名参加
　中　夜桜見物
　下　雄泉会（三井住友銀行〈旧住友銀行〉
　　　秋商ＯＢ会）忘年会　27.12.11
　　　　於：和風Dining　酒笑（えぐし）
　　　　　　10名参加
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上左　日立地区秋商同窓会　27.11.20
　　　　於：日立市・ホテル天地閣
　　　　　　30名参加

上右　サッカー部東京ＯＢ会27.11.16 
　　　　於：秋葉原ダイビルレストラン
　　　　　　10名参加

左　

高
９
期
「
喜
寿
を
祝
う
」
同
期
会

　
　

27
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・
10

　
　
　

於
：
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田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　

 48
名
参
加
う
ち
東
京
か
ら
９
名

上　卒業50年を迎えた三女の会
　　（高17期）27.11.28 
　　　於：秋田ビューホテル
　　　　　28名参加

　　　　　　　　　
右　秋商卓球部 50年 思い出の会
　　27.10.11
　　　於：秋田温泉プラザ
　　　　　19名参加うち東京から
　　　　　７名
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平成27年度収支決算報告書
（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

単位：円

項　　　目
平成27年度 平成26年度

決 算 額 備考 予 算 額 増減額（△減） 決 算 額 備    考
収　入　の　部

１．総 　 会 　 会 　 費 702,000 　93名 1,000,000 △   298,000 761,000 　103名
２．年 　 　 会 　 　 費 984,000 492名 1,040,000 △   56,000 996,000 498名
３．寄 　 　 付 　 　 金 95,196    12件 120,000 △   24,804 112,400    14件
　⑴　一 般 寄 付 金 （ 95,196） 　12件 （120,000） （△  24,804） （112,400） 　14件
　⑵　そ の 他 寄 付 金 （　　  0） 0件 ― （           0） （　　  0） 0件
　⑶　応 援 費 寄 付 金 （　　  0） 0件 ― （           0） （　　  0） 0件
４．広 　 　 告 　 　 料 240,000 280,000 △   40,000 280,000 25件
５．雑 　 　 収 　 　 入 95 100 △   　    5 200,117

収　 入　 合　 計 2,021,291 2,440,100 △ 418,809 2,349,517

支　出　の　部
１．総 会 費 926,336 950,000 △    23,664 1,017,612
２. 会 報 費 450,252 2,200部 460,000 △     9,748 459,864 2,200部
３．会 　 　 議 　 　 費 196,863 ふるさと館含む 150,000 46,863 183,888 ふるさと館含む
４．事  務  通  信  費 551,591 ＨＰ管理費含む 600,000 △    48,409 664,064 ＨＰ管理費含む
５．名  簿  整  備  費 0 15,000 △    15,000 3,110
６．寄  付  交  付  金 40,000 40,000 0 30,000
　⑴　サ ー ク ル 活 動 （  40,000） （  40,000） （           0） （  30,000）
　⑵　そ の 他 の 寄 付 （        0） （        0） （           0） （        0）
７．応 　 　 援 　 　 費 8,000 30,000 △     22,000 10,030
８．渉 　 　 外 　 　 費 125,595 100,000      25,595 106,442
９．雑 　 　 　 　 　 費 2,560 1,000      1,560 0

10. 予 　 　 備 　 　 費 0 80,000 △    80,000 0

支　 出　 合　 計 2,301,197 2,426,000 △ 124,803 2,475,010

当 年 度 収 支 差 額 △279,906 14,100 △   294,006 △125,493
前 年 度 か ら の 繰 越 379,893 379,893 0 505,386
次 年 度 へ 繰 越 99,987  393,993  △  294,006 379,893

※１．次年度への繰越金は全額郵便貯金です。２．雑収入内訳（郵貯利息 95円）

以上の通り報告致します。　　　平成28年６月18日
東京雄水会　 会　長　　岸　本　六　蔵　㊞

副会長　　川　口　輝　司　㊞

監　査　報　告　書
１．監査日時　平成28年４月24日（日）11：00

２．実施場所　岸本管財　株式会社　会議室　千代田区九段南2-2-7　北の丸ビル２階
３．監査内容　金銭出納帳他帳簿・貯金通帳・領収書・振替受払通知票他証憑書類・振替伝票
　　 平成27年度（平成27年４月１日～平成28年３月31日）東京雄水会の会計について、監査の結果、
証憑書類・帳票類ともに、適正に処理されていることを確認いたしました。

　　　以上の通り報告いたします。　　　平成28年４月24日
東　京　雄　水　会
　会　長　 岸　本　六　蔵　様　　　　　　　　東京雄水会　　監　査　　柴　辻　清　治　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　監　査　　石　田　健　悦　㊞
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平成 28･29年度 活動方針

１．会の活性化と魅力向上について
　〇 本会の活動を活性化するため、より多く
の会員の参加を重視し「東京雄水会の集
い」の期別運営体制を充実する。

　〇 会員の融和・親睦を高めるため、同期会・
部活ＯＢ会等が開催されるよう、幹事へ
の働きかけや情報提供・会場紹介等の手
伝いを積極的に行う。

　○ 会報をより身近に感じ、興味を持ち得る
内容の情報を掲載して充実する。

２．ホームページの活用について
　〇 リンク先及び秋田県関連情報の拡充、迅
速な情報提供により更に魅力を高める。

　〇 同期会・居住地区会・部活ＯＢ会等の開
催を促進するため、開催の告知・終了の
報告媒体として活用する。

　〇 本会のサークル活動への参加者拡大のた
め、積極的に活用する。

　〇 母校の各種全国大会出場情報の告知及び
応援要請情報を提供する。

３．母校及び秋商雄水会との連携強化について
　〇 日常の情報交換を密にし、秋商雄水会の
総会及び支部長懇談会に出席する。

　○ 関東地区で開催される全国大会出場チー
ムや選手に、陣中見舞をもって激励する。

４．執行体制の強化について
　〇 活動方針を具現するため、業務を分散し
て役員を張り付け、責任執行処理体制を
確立する。

　
５．財政基盤の確立について
　〇  年会費の納入率向上及び広告掲載料収入
の安定化を図ると共に、経費の節減に努
める。

６．外部団体との連携強化について
　○ 秋高連・けやき会及び秋田ふるさと応援
団他秋田県関連組織の活動に積極的に参
画し、秋田県勢の発展と活性化に寄与す
る。
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平成28年度 収支予算（案）
（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

単位：円

収　入　の　部 支　出　の　部

項　　目 金 額 備考 項　　目 金 額 備考

１．総 会 会 費 1,000,000 120名 １．総 会 費 950,000 120名
２．年 　 　 会 　 　 費 1,040,000 520名 ２．会 報 費 460,000 2,200部
３．寄 　 　 付 　 　 金 500,000 100件 ３．会 議 費 200,000 ふるさと館含む

　　⑴　一 般 寄 付 金 （500,000） 　 （100件） ４．事  務  通  信  費 550,000 ＨＰ管理費含む

　　⑵　そ の 他 寄 付 金  　 ５．名  簿  整  備  費 0

　　⑶　応 援 費 寄 付 金 　   ６．寄  付  交  付  金 40,000
４．広 　 　 告 　 　 料 280,000 28件 　　⑴　サ ー ク ル 活 動 （40,000）
５．雑 　 　 収 　 　 入 100 　　⑵　そ の 他 寄 付 　

７．応 　 　 援 　 　 費 30,000
８．渉 　 　 外 　 　 費 100,000
９．雑 　 　 　 　 　 費 1,000
10．予 備 費 80,000

収 入 合 計 2,820,100 支　 出　 合　 計 2,411,000

当 年 度 収 支 差 額 409,100
前 年 度 か ら の 繰 越 99,987

次 年 度 へ の 繰 越 509,087
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☆☆ 世界大会での活躍 ☆☆

☆2016フェンシングカデマラソンフルーレ大会
　　　　　　　　個人　　　　　　　　ベスト８

◎全国大会での活躍◎

◎第97回全国高校野球選手権記念大会
　　　　　　　　　　ベスト８（80年ぶり２度目）
◎第61回全国高校総合体育大会　出場記録　　　
　◉レスリング　男子　団体　　　  ベスト８
　　　　　　　　男子　個人　55kg 級   ３　位
　　　　　　　　　　　　　　84kg 級 ベスト８
　　　　　　　　女子　個人　52kg 級　  ３　位
　　　　　　　　　　　　　　70kg 級　  ３　位
　 ◉フェンシング　 男子フルーレ　◉サッカー
　  ◉剣道 男子個人、女子団体・個人　◉柔道 男
子　個人、女子個人　◉テニス 男子団体・個
人　◉水泳 男子個人　◉卓球 男子団体・個人、
女子団体・個人　                          出　場

◎第31回全国高校簿記コンクール
　　　　　　　　団体　　　　　　　　  出　場
◎第27回全国高校情報処理大会
　　　　　　　　団体・個人　　　　　  出　場
◎第62回全国高校珠算電卓競技会　　　　　　　
　　　　　　　　珠  算　個人   　　　  出　場
◎第70回国民体育大会
　◉硬式野球　　　　　　　　　　　  ベスト８
　 ◉レスリング 男子  フリースタイル 55kg 級  ２　位
　　　　　　　 男子  グレコローマン 84kg 級 ２　位
　　　　　　　　　           　 　 50kg 級  ２　位

平成27年度秋田商業高校各クラブの主な成績
（☆＝世界大会　◎＝全国大会　○＝東北大会　□県大会は団体優勝を主に記載）

マーチングコンテスト県大会優秀賞で東北大会出場決定 !!

体育館の壁に掲示された全国大会出場の祝看板
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　 ◉テニス 男子　◉水泳男子 
　 ◉バスケットボール女子　 秋田県チームで出場
◎2015全国高校生グレコローマンスタイル選手権
　　　　　　　　男子  84kg 級　　　 　 ２　位
　　　　　　　　　　 50kg 級　　　　  ３　位
◎第94回全国高校サッカー選手権大会  １回戦
◎2016いわて国体
　 ◉スノーボードクロス少年女子　　　   ３　位
◎第43回全国高校選抜卓球大会 男女団体 出　場
◎風間杯全国高校選抜レスリング大会
　　　　　　　　男子　66kg・84kg 級　  ２　位
　　　　　　　　男子団体　　　　　　  出　場
◎第25回全国高校剣道勝抜大会 女子団体 出　場
◎第44回魁星旗争奪全国高校剣道選抜大会
　　　　　　　　学校対抗　男子             出　場
◎第32回魁星旗争奪全国高校女子剣道大会
　　　　　　　　学校対抗                 ベスト16

◯ ブロック大会での活躍 ◯

◯第９回春季東北地区高校軟式野球大会　優　勝
◯第69回東北高校卓球選手権大会　
　　　　　　　　男子　団体　　　　　　 準優勝
　　　　　　　　女子　団体（初）　 ◎優　勝
◯第61回東北高校レスリング選手権大会
　　男子　団体（８連覇）　 優　勝
　　男子　個人　50kg･74kg･84kg･96kg 級

優　勝
　　女子　個人 52kg・70kg 級　　        優　勝
◯第65回東北高校柔道大会
　　　　　　　　女子　個人 63kg 級　  ３　位
◯第61回東北高校剣道選手権大会
　　　　　　　　男子　団体　　　　　　３　位
◯第52回東北高校フェンシング大会
　　　　　　　　男子　個人フルーレ　　 優　勝

進

左から全国高校総体に出場の剣道部男女・テニス部・レスリング部
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◯第42回東北総合体育大会レスリング競技
　　男子　フリー 60kg・74kg・96kg 級  １　位
　　　　　グレコ 50kg・55kg 級　 　　 １　位
◯第26回全日本マーチングコンテスト東北大会
　　マーチングコンテストの部　　　　　金　賞
◯第27回秋季東北地区軟式野球大会　　　優　勝
◯第39回東北高等学校選抜卓球大会
　　　　　　　　男子　団体　　　　　◎４　位
　　　　　　　　女子　団体　　　　　◎優　勝
◯第55回高松宮杯東北高校選抜レスリング大会
　　男子　団体（８連覇） ◎優　勝
　　男子　個人 50kg・55kg・66kg・84kg・96kg級

　◎１　位
　

□ 県大会での活躍 □

□第17回全県選抜高校女子柔道大会
　　　　　　　　女子　団体　　　　　　優　勝
□第61回秋田県高校総合体育大会
　  ◉サッカー　◉レスリング　◉卓球　男子・女
子　◉柔道　女子　◉剣道　女子　◉テニス　
男子　各団体戦 　　　　　　　　　  ◎優　勝

　 ◉テニス　女子  団体 ◯２　位
　 ◉水泳　　男子　総合成績 ◎優　勝

□第31回全国高校簿記コンクール秋田県予選会
　　　　　　　　団体　　　 　　　  ◎２　位
□第97回全国高校野球選手権秋田大会　◎優　勝
□秋田県高校新人テニス競技 男子 団体   優　勝
□第60回秋田県高校軟式野球秋季大会　◯優　勝
□第94回全国高校サッカー選手権大会秋田県大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎優　勝
□平成27年度全県高校新人レスリング大会
　　　　　　　　男子　学校対抗　　　　優　勝
□平成27年度秋田県高校新人サッカー大会

優　勝
□平成27年度秋田県高校新人体育大会卓球競技
　　　　　　　　男子　団体　　　　　　優　勝
　　　　　　　　女子　団体　　　　　　優　勝

軟式野球部　秋季東北大会で　２年ぶり４回目優勝
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秋田市東京事務所での２年を振り返り
高29期　二　木　正　行　 　　　　　　　　

　平成26年４月１日か
ら平成28年３月31日ま
での二年間秋田市東京
事務所に赴任しており
ました。
　東京事務所在任中、
東京雄水会の皆様には
公私にわたり大変お世

話になりました。秋田から転居後一ヶ月もたたな
い時に「東京雄水会平成26年顧問団・役員合同会
議」のご案内をいただき参加させていただきまし
た。大先輩の顧問・役員の皆様がおそろいの中緊
張気味に会場に入ったことを思い出します。
役員会の後の懇親会では、私の歓迎もしてくださ
るとのことで尚更恐縮至極でしたが、母校秋商の
想い出を語り合いながらお酒を酌み交わし、昔の
八橋校舎時代の話等々酒宴も進み、あっという間
に締めの時間となりました。
乾杯の前には参加者全員で校歌斉唱、昨日のこと
のように思い出されます。
単身生活もスタートして間もない時期に、同郷の
大先輩の頼もしい姿に触れ、お話を伺うことがで
きて、この東京にもたくさんの同窓生・仲間の存
在があることを感じたところでした。
　また、東京雄水会会長である岸本六蔵先輩が、
先に行われました「秋高連（在京秋田県高等学校
同窓会連合会）総会」において会長に就任された
ことも非常に心強いことでありました。
各高等学校の同窓会、総会、秋田県人会、秋高連
フェスタ、ふるさと会、市政情報交換会、在京経
済人懇談会等々、さまざまな会合でご一緒させて

いただき、在京の皆様をご紹介していただいたこ
とに感謝感謝でありました。
　さらに、浅利香津代さんをお迎えして開催され
た「東京雄水会の集い」において各部出身の諸先
輩のパワーを改めて感じることになり、まさに
「秋商我と共にあり」を実感するところでした。
　このような生活にも徐々に慣れ、その後は、浅
草竿灯祭りをはじめとする東京プロモーション、
市長・副市長上京時の随行、企業誘致担当との同
行、国会議員および各省庁への要望活動、各種会
議・会合への出席、けやき会運営、観光・物産の
PR等、多岐にわたる活動を行ってまいりました。
　その中でも、平成27年８月に横浜港発着（青
森・秋田経由）のダイヤモンド・プリンセス号乗
船のうえ、竿燈祭りや秋田観光 PRをさせていた
だいたことが、良き忘れ難い思い出の一つであり、
秋田勤務ではなかなか体験できない用務の一つで
ありました。
また、それ以外にも大勢の先輩、同期、後輩との
結びつきも生まれました。Aちゃん先輩の仲間
との飲み会、小林先輩のドラム演奏、若松監督を
囲み映画のお話、錦糸町笑酒（えぐし）での懇親、
雄水会ゴルフコンペ等々、良き出会いがありまし
た。
　私にとって瞬く間に過ぎた２年間であり、公私
ともに大変充実した２年間になりました。これも、
同窓生として心遣いいただいた諸先輩、同期、後
輩の皆様のお陰によるもと感謝するところであり、
改めて心より御礼申し上げます。
ありがとうございました。
      「心の故郷 秋商を  いざや謳わん 諸共に」

　　左：穂積市長の市政報告
　　中：武内事務局長の中締
　　右：竿燈まつり in 浅草
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「80年振りのベスト８」　
　　　甲子園観戦記 

高16期　進　藤　紀　夫

　「高校野球100年」の記念大会、第１回大会での秋田中学
（現秋田高校）の準優勝が話題になった。
　生前父は「高等小学校（現中学校）で野球部主将を務め全
県優勝、自分は秋田師範へ進んだがチームの殆んどが秋田中
学へ進み、東北大会を制し全国大会に臨んだ」と述懐してい
たことを思い出す。
　初戦は二回戦、相手は九州大会優勝佐賀の龍谷高。初回１

点先制、中盤追いつかれるも８回２点勝ち越し勝利、打線は
12安打と好調、成田投手は３安打16三振と完全に抑え、東北
のドクターＫの面目躍如。スタンドでは終盤成田の三振奪取
数を数える声があちこちで聞こえ、安心して観れた一戦で
あった。
　三回戦は第１試合、当日の新幹線では試合開始に間に合わ
ない。５年前、春の選抜で夜行バスを利用して腰
を痛めた苦い経験もあり前泊へ、宿は一昨年も同
期の仲間と宿泊した新大阪ワシントンホテルプラ
ザ、選手達の定宿にもなっており歓迎の大看板が
誇らしい。
　大会終了後選手達がホワイトボードに感謝の寄

せ書きを残し、これを見た従業員が感激して写真
をツイッターで紹介したところ、５万件を超す反
響が広がり新聞でも紹介され話題となった。
　相手は昨年ベスト８・群馬の強豪健大高崎高、
初回１点を先制されるも２・４回と３点を加点、
しかし８回３本の長短打で同点とされ延長戦へ、

平成27年８月11日
読売新聞（東京本社）
スポーツ欄
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10回二死後１・２番の連打で１点勝ち越し勝利。
なんと80年振りのベスト８にスタンドは沸きに沸
いた。
勝って大声で歌う校歌が気持ち良い。
　この試合では決勝点のきっかけとなったセン
ター・キャプテン会田の二塁打よりも、彼がセン
ター前ヒット性の当たりを思いきって地面すれす
れジャンピングキャッチした積極的な守備がチー
ムに勇気を与えたのではと感じたプレーであった。
　さて、準々決勝は翌日。同期の当会岸本会長と
前泊のホテルを再度予約、ホテルの従業員が東京
雄水会の真っ赤な応援用帽子に反応して祝福の声
を掛けてくれるのが心地良い。
　当日応援団用入口前に並ぶと、毎回必ず応援に

駆け付けてくれる仙台「おでん三吉の田村店主」
の話題に、先代が秋商出身という事で秋商ＯＢが
長年世話になっており、楽天イーグルス応援団長
でも有名。優勝候補宮城の仙台育英高との対戦は
さすがに地元の応援に回るのではと噂をしている
処に、タオルを頭に巻いたいつもの姿で本人が現
れ皆感激。さあ勝ったら中学時代ラジオ放送を興
奮しながら聞いた、あの今川敬三投手を擁しての
春選抜以来のベスト４、気合いが入る。
　東北屈指の好投手の投げ合いとなった序盤、成
田は上々の立ち上がりを見せたが４回、後にドラ
フトでロッテのチームメートになる平沢選手にソ
ロアーチで先制されると、５・６回ヒットを集め
られ途中救援をうけるも４点を献上、再三のピン

上左：初戦を勝利し高らかに校歌を歌うナイン
上右：懸命の応援を展開する満員の応援団
下　：秋田さきがけ「80年ぶりのベスト８」報道
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チで応援席が沈みがちになるが、その都度同期の
遠藤当会応援団長の声が飛び皆大声の応援だ。
８回から成田も再登板し必死の投球をするも最終
回６-１と５点差で２死、これまでかと思われた
が敵失・長打・犠飛と粘りに粘って２点を返し応
援席は大いに沸く、惜しくも３-６で敗れたが連
投にも頑張った成田投手や最後まで諦めずに戦っ
た選手達の姿に感動させられた。
　スケジュールの許す限り甲子園に足を運んでき
たが、記念の大会と相俟って記憶に残る大会に
なった。
また、球場内外を歩く野球部員がゴミを拾う姿に、
監督他関係者の指導の徹底ぶりが伺えチームに一
本筋が通っているように思われた。
選手の皆さん感動を有難う。
　試合後の残念会も近畿秋田県人会の方々も含め
笑顔溢れる会となった。
鎌田校長も顔を見せてお礼に席を廻ってくれる。
彼も選手や監督・部長として長い間甲子園を目指
したと聞いていたが満足そうな様子が嬉しい。
　最後に応援団集合場所の設営・入場券の配布・
祝勝会（時に残念会）の手配と、毎回大変ご苦労
をお掛けする近畿支部の皆さんに感謝申し上げた
い。毎々有難うございます。
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。
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Ｐ
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還　暦　を　前　に
高26期　須　磨　　　浩

　青葉の候、東京雄水会の皆様におかれましては、
ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
私は、高26期の須磨浩と申します。
　今回『還暦を前に』とのテーマでの執筆依頼を
いただきましたが、現役のサラリーマンとして還
暦を迎えるイメージが湧かず、また、会報への投
稿も恐れ多く辞退申し上げようと思っていたとこ
ろ、越前谷先輩からのご要請にお断りできず投稿
に至った次第です。
　さて、私は秋商在学中レスリング部に所属して
おりましたが、特に活躍も出来ぬまま３年間を過
ごしました。３年生時には秋商が前年の団体優勝
による推薦でインターハイに出場したものの初戦
で敗退、その時私は控えに回っていたため出場で
きず、減量したのみで帰郷することとなり悔し涙
を流しました。
もっとあの時努力していれば……といろいろ思い
ますが「後悔先に立たず」、私の心に刻まれた苦
い記憶になっています。
　卒業後は日本石油ガス株式会社（当時：日本石

油㈱100％出資の LP ガス輸入元売り会社）に入
社しました。
新入社員研修期間中に独身寮で行われた歓迎会で
の出来事ですが、恒例（？）の“新人歓迎どんぶ
り酒”飲みが始まり、私がトップバッターであり
ました。
これはどんぶりに並々と注がれた日本酒を新人が
回し飲みする儀式でしたが、私は何を勘違いした
のか一人で一気に飲み干してしまい、皆の度肝を
抜いてしまいました。
恐るべき秋田DNAでしょうか？以降、先輩諸氏
に大いに可愛がっていただき、飲み会に連れまわ
されたものでした。
なお、以降の独身寮“新人歓迎どんぶり酒”は中
身を飲み干すことが恒例となり、新人諸君には迷
惑極まりない前例となったことは言うまでもあり
ません。
もちろん現在のコンプライアンス的にはありえな
い事ですが。
　研修後の勤務地は、大阪⇒東京⇒川崎⇒東京⇒



― 27 ―

長崎⇒東京⇒名古屋⇒東京⇒大阪⇒名古屋⇒東京
と異動を繰り返し、都内に住居を設けてからは通
算11年間単身赴任を余儀なくされました。
また、この間に会社もエネルギー業界の合従連
衡にさらされ、日本石油ガス株式会社⇒新日本
石油ガス株式会社⇒新日本石油株式会社⇒ＪＸ
エネルギー株式会社と統合を繰り返し、現在は
ＪＸエネルギー・三井物産・丸紅の出資会社で

ある ENEOS グローブ株式会社へと転籍、私は
ENEOS グローブエナジー株式会社関東支社（埼
玉県狭山市）に勤務しています。
現在も都内の自宅には週末に戻る単身赴任中
（？）ですが、毎週自宅近所に住む孫娘（まもな
く３歳）に会うことを楽しみに、仕事に励んでお
ります。
もっとも最近の孫娘の口癖は「じぃーじぃ、タバ

コやめなさぁーいっ！」ですが。
　サラリーマンは転勤と定年が
付き物……！役員定年まで残り
３年を悔いなき様務める所存で
す。
これまで転勤の連続で不義理を
いたしておりましたが、昨年、
兄（高17期）より東京雄水会の
集いへの動員を受け、初めて出
席させていただきました。還暦
を迎えるにあたりこれまでの不
義理を反省し、東京雄水会へ積
極的に係わらせて頂くことを宣
言し結びとさせていただきます。

秋田の美味しい食材と地酒
　　　　　　　共にお楽しみください！！

店　主
藤　嶋　大　久（高 46期）

JR・メトロ半蔵門線「錦糸町駅」
北口より徒歩３分

〒130-0013　墨田区錦糸 4-12-8　1F
Tel & Fax　０３-６６５８-４７２２

■アクセス

■営業時間
　◎ランチ（月・火・水）
　11:30～14:00（L.O.13:30）
　お昼宴会のご予約承ります。
　（木曜日を除く）

◎ディナー
17:00～24:00（平日・日祝）
17:00～26:00（金土祝前日）
■定休日　木曜日

Z

アルカ
キット ロッテシティ

ホテル

アルカ
イースト

北口

南口

錦糸町駅

錦糸公園

LIVIN

じぃーじぃに似て
目がパッチリで可愛いですネッ!!
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楽しもう　ゴルフ
秋商雄球会事務局（高18期）　湊　　　次　成

　老若男女に関係なく一緒に楽しめるスポーツ。
それはゴルフです。
秋商雄球会は第55回ゴルフコンペを今年４月に迎
えることが出来ました。
春、秋と年２回の開催なので実に発足して28年な
のです。
　今回のコンペ参加者は高３期の大川与四郎さん
から高25期の川口輝司さんまで、そして女性は高
18期の鍬田慶子さん、高18期の今野アサ子さん、
特別参加の遠藤会長夫人の３人と合計男女16名の
コンペでした。まさに「老若？男女」のコンペな
のです。そこは先輩だからとか女性だからという
世界はなく、あるのは秋商同窓生達が集いゴルフ
を楽しみ懇親を深める場なのです。
　秋商の学舎を出で社会人となり数十年、現役時
代は営業の一環として接待にあるいは社内のコ
ミュニケーションの場にとゴルフをされた方は数
多いはず、たいていの方はゴルフクラブが物置に
埃をかぶったまま眠っているのではないでしょう
か。

　雄球会の平均年齢は70歳を超えます。
しかし、誰もが若くまさに秋商健児そのままです。
年齢を重ねれば誰しもが老いるのはしょうがない
こと、老いは止めることは出来なくとも遅らせる
ことは出来ます。
それは、健康を維持すること、じっとしていては
健康を保てません。83歳の大川先輩が良い例でい
まだ元気にゴルフを楽しんでおられるのです。
　雄球会の敷居はけっして高くはありません。
しかし、初参加となると尻込みしてしまうのは誰
でも同じです。同期で誘い合ってどうぞ雄球会に
参加しゴルフを楽しみ、そして、みんなで「秀麗
の山鳥海は～」を声高らかに歌おうではありませ
んか。

54回コンペ　打ち上げ
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優勝者よりひとこと（第54回）
高16期　大久保　丈　二

　秋晴れの下で行われた雄球会ゴルフコンペに一
年ぶりで参加し、和気あいあいとした雰囲気と大
きなハンディキャップのおかげで図らずも優勝す
ることができました。秋田弁も飛び交う春・秋の
雄球会コンペは毎回楽しみにしている年中行事で
す。
　今回は高８期の小野寺助司先輩、高15期の齊藤
睦男先輩、そして同期の佐々木進三さんとの組で
した。それぞれの個性豊かなショットに刺激され
て思わず力んでしまいそうになったのですが「今
日一日は静かなゴルフを…」とスタート前に考え
たことを思い返して肩の力がいつもより抜けてい
たのが良かったのかもしれません。
　コンペ後のパーティーは高16期遠藤応援団長の
リードのもとで♬秀麗の山鳥海は～♬を皆んなで

歌って締めるのですが、声を張り上げているうち
にブラスバンド仲間との想い出いっぱいの八橋校
舎辺りの風景が突然浮かんできてこみ上げてくる
ものがあったりした秋の一日でした。
　次回は４月６日です。ゴルフをやられる同窓の
みなさん、春の一日を一緒に楽しみませんか。桜
もちょうどいい季節です。 

第
54
回
コ
ン
ペ　

参
加
者
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第
55
回
コ
ン
ペ　

参
加
者

第55回優勝　筆者

優勝者のひとこと（第55回）

さあえぐぞ佐倉へ
高16期　遠　藤　武　二

　平成28年４月６日、佐倉ＣＣ晴天・最高気温20

度。さくらカントリークラブ、さくら満開（東京
満開４月３日）。 
　大先輩の皆さんが平成元年４月一宮カントリー
クラブで第一回スタートして以来、年２回（春
秋）継続開催してきたコンペも、今回で55回とな
りました。 
　私は平成18年秋（36回大会）、同期の岸本さん
から誘われ、初参加させていただきました。今回
の55回大会が15回目の参加で、念願の優勝するこ
とができました。 
　当日のパートナーは、高18期の辻永忠彦さんと
鍬田慶子さん、25期の川口輝司さんの４人です。
久し振りの秋田弁で「へばいぐ」、「のるが」、「め
だばボギーだべ」でのプレーです。良きパート
ナー、同組の皆様ありがとうございました。 
　当日は特別参加者（東京出身）と、「さあえぐ

ぞ佐倉へ」と愛車で出発。過去家内の参加二回と
も同組でプレーせざるを得ず、今回は湊事務局長
の取り計らいで、初めて別組でのプレー案内とな
りました。 
　別組でプレーできた解放感から、ＯＢなし、ス
リーパットなし、バンカーに一度も入らず、近来
まれにないイン43アウト47、トータル90とスコア
がまとまり、さらにハンディキャップにも恵まれ、
好成績となりました。 
　今回家内と同組の斉藤睦夫さん、岸本六蔵さん、
田中優さんのおかげと思っております。本当にご
迷惑をおかけ致しました。 
　次回は同じ佐倉カントリー倶楽部で平成28年10

月18日（火）開催致します。会場は、京成線日暮
里駅から55分、京成佐倉駅から徒歩５分の至近距
離です。雄水会の皆さんの参加をお待ちしていま
す。
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秋田 稲庭干温飩

銀座 佐藤養助
東京都中央区銀座6-4-17 出井本館1・2階　TEL.03（6215）6211

佐藤養助 日比谷店
東京都港区西新橋1-2-9 日比谷セントラルビル地下1階　TEL.03（3595）6288

銀座佐藤養助 養心蔵
東京都中央区銀座2-6-9 GINZA269ビル9階　TEL.03（3538）6099

佐藤養助 赤坂店
東京都千代田区永田町2-14-3 東急プラザ赤坂3階　TEL.03（5510）5556

直営店で本場の味をご賞味ください。

代
表
取
締
役

佐
藤 

正
明

有限会社 佐藤養助商店
ご注文専用フリーダイヤル 0120-41-1720 ホームページからのご注文は各種クレジットでも承ります。

http://www.sato-yoske.co.jp

佐藤養助 検 索

〒012-0107 秋田県湯沢市稲庭町字稲庭229
TEL.0183（43）2226   FAX.0183（43）2812
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東雄ハイキングに参加して
高10期　田　口　紘　子

　平成28年 4月10日（日）、久しぶりに東雄ハイ
キングへ参加しました。
メンバーは最長老高 8期の和田さんをはじめとし
た計10名でした。
私も上から数えて 3番目、でも若い人たちと一緒
にハイキングが出来て若返ったようでした。
　同年 6月18日（土）に行われる総会には実家へ
の帰省の予定があり欠席させていただきますので、
このハイキングには積極的に参加した次第です
（実家は秋田県由利本荘市岩城です）。
　さて、今回のハイキングコースの初めには日本
民芸博物館を見学しましたが、柳宗院の新しい美
の概念の普及作品が数多く展示されており楽しめ
ました。
　次には、東京大学先端科学技術研究センター内
の桜を見物。残念ながらもう満開の時期は過ぎて
おりましたが散りゆく花びらにも風情を感じられ、
とても美しかったです（この地域の道端には“は
なみずき”がきれいに咲いていました）。

　いよいよメインの駒場公園に入り、旧前田侯爵
邸（加賀藩主邸）の和館・洋館を見てから公園内
の桜名所でランチタイムとなりました。
　その後は、古賀政男音楽博物館を見学、幹事さ
んが 2時間の自由時間を用意して下さったので、
ゆっくりと懐かしいナツメロを堪能できました。
館内のカラオケスタジオでは、自分で歌った曲を
ＣＤに録音して持ち帰ることも出来、ＭＹＣＤを
作成する人もいてそれぞれの人が十分に楽しんで
いたと思います。
　それから代々木上原からミニバスに乗り、東京
大学駒場キャンパス内のイチョウ並木通りや桜を
見て回り、そして井之頭線で渋谷駅に移動して居
酒屋で懇親会。
皆様と懇親を深め、最後に全員で校歌を歌って解
散となりました。
　本当に楽しい 1日となりました。
皆様 1日ありがとうございました。

東大先端科学技術研究センター内の桜と参加者 古賀政男音楽博物館前

東大駒場キャンパスのイチョウ並木で
中：東大駒場キャンパス　 イザ ! !　懇親会場へ
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武田夏男さんを偲んで
高７期　中　村　忠　治

　平成25年６月秋商同
期の喜寿の祝いが秋田
市で開催され、我々も
参加させていただきま
した。その翌日、武田
さんが闘病中で同期の
中村俊二さん（私の従
兄）の見舞いに行きた
いと言うことで御案内
させていただきました。

思えばその時武田さん自身が発病されており、心
重い旅であったのを顔に出さず、私も気付かず一
日付き合ってもらったのでした。
　それから間もなく手術されたと聞き大変驚きま
したが、その後は飲み会にゴルフに応援団にと復
帰されており、回復されたと思っていました。
しかし、再発の知らせを受けた後は短い時間でお
亡くなりになられ、もう一度お会いできなかった
こと非常に残念であります。
　武田さんとは中学・高校と一緒でしたが、レス

リング部で応援団長という強面の人であった彼は、
片や小心ノンポリの私からすれば仰ぎ見る別次元
の存在でした。
　卒業後、彼は東京勤務で私は工場を転々とした
ため殆ど接触はなかったのですが、最後の勤務地
が甲府であったため、東京の同期会に誘っていた
だき数十年ぶりに再会しました。
その後は彼の広域的な活動に引き込まれた形で、
雄水会・新山会・今昔会・本荘ふるさと会にと参
加し、私自身の交友も広がり大変感謝しておりま
す。
　武田さんは強面の印象があったのですが、再会
後はまったく認識が間違っており、細やかな気遣
いの出来る人で、何より人を引き込む魅力を持っ
た素晴らしいリーダーでした。
惜しい人から先にと言うジンクスがあるようです
が、まったくその通りだという思いです。
　我々の年代もだんだんと順番が近づいています。
その節はまたご一緒に団欒できますよう、先導宜
しくお願いいたします。

左上：平成26年顧問団・役員会議　前列最右故人
左下：平成26年秋高連総会後の懇親会　右故人
右　：平成25年中村俊二さんの見舞　左故人・中筆者
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武田夏男さんを偲ぶ 　 　　
本 荘 高 校 東 京 同 窓 会　監査役　　　　　　　　
本 荘 ふ る さ と 会　会　長　池　田　哲　三
由利本荘ふるさと会連合会　会　長　　　　　　　　

　「武田さん、体調の
方は如何ですか。」
「会長、最近歩くこと
が出来なくなって…。」
「絶対無理をしないで

ください。」
「総会も近いので、監査や事務的な引継ぎもした
いのだが…。」
「その内病院に行きますから心配しないでくださ
い。いつ頃行ったらいいですか。」
「月末の連休明けの土曜日（９月26日）にしま
しょう。」
　この電話が武田さんとの最後の会話となり、奇
しくもその約束の日が告別式の日となってしまい
ました。私はお亡くなりになられたことを聞いた
とき、突然のことで驚きました。入退院を繰り返
していましたが、今度も回復されるものと思って
いたからです。

　武田さんは多くの役職を務められ、東京雄水会
副会長、秋田ふるさと応援団団長、由利本荘ふる
さと会連合会監事、中学同期会（新山会）の代表
等、その功績は素晴らしいものです。私が十数年
前に本荘ふるさと会会長になった時には彼に副会
長へ就任していただき、私をサポートして会の運
営に尽力してくださいました。彼は多くの方から
信頼され、又尊敬もされて
いました。
　私の兄（祐二：50代で死
去）とは小学・中学を共に
し、高校は兄が秋田工業、
武田さんが秋田商業と分か
れましたが本荘から秋田ま
で３年間一緒に汽車通学す
るような、大の仲良しで親
友であったそうです。昔か
ら私に色々な思い出話を

本荘ふるさと会総会で
開会の挨拶を行う故人
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たくさん話してくださり、“親友の弟だから”と
言って本当の弟のように可愛がってもらいました。
とても家族愛に満ちた方であり、雄水会等では後
輩の健康や仕事のことを気にかけることや、又ご
自分の家族の話もよくするような優しい方でした。
　彼は趣味も多彩でしたが、何時も本を持ち歩い
て読書をされていました。その他にも秋田懇話会
の講演や落語会の落語もよく聞きに行かれていま
した。立川一之輔の後援会に入られたり、江戸博
物館の会員（世話人）になったりもしていたよう
です。スポーツでは野球がお好きで熱心な阪神
ファンでいらっしゃいました。またゴルフもお好
きで、ご自身がホールインワンを出した時のこと
をよく自慢げに話していらっしゃいました（その
時は私も記念品をいただきました）。
　彼との思い出は多くあり（旅行・会合への同行
参加）、本荘高校が甲子園へ出場、西目高校サッ
カー部の全国高校サッカー選手権大会へ出場、由
利高校のバレー部や本荘高校の柔道部などが全国

大会へ出場した時など一緒に応援に行きました。
全日本少年軟式野球大会で本荘の子供達が出場し
た時は見事ベスト４まで勝ち進み、最後は神宮球
場でのナイター試合で応援をしたこともあります。
又、都市対抗野球大会でTDKが出場した時の事、
秋田国体の開会式へ参加した時の事、そのほか何
十年と行っていなかった千秋公園へ２人で朝の散
歩に行きババヘラアイスを食べたようなことも鮮
明に思い出します。
　彼はお酒（日本酒）や歌（カラオケ）も大好き
で、お酒を飲んではいつも笑顔で楽しい昔話をさ
れており、ふるさと会の懇親会でのフィナーレで
は「ふるさと」「水辺のまち本荘」を合唱します
が、いつも彼を中心に歌っていました。その姿を
見て微笑まれている奥様のカツ子様の姿も最高で
した。
　ふるさとを愛し、母校を愛し、後輩思いの武田
さんのことを、私は一生忘れません。有難うござ
いました。もう少し長生きしてほしかったです。

合掌
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　　　秋田ふるさと応援団
秋田中央高校同窓会東京一交会　顧問　保　坂　　　悟

　秋田商業高校と秋田中央高校（旧・秋田市立高
校）は2020年に共に創立100周年になります。
こうして創立100周年を迎えられますことは大変
喜ばしく思っております。また私事で恐縮ですが、
今年喜寿を迎えました。その年に東京雄水会会報
に寄稿する事は特別な思い出になりました。
　私は現在「秋田ふるさと応援団」に在籍し、秋
田代表として頑張る人たちの応援に駆け回ってお
ります。去年亡くなられた武田夏男さんは「秋田
ふるさと応援団」設立時から団長として会のため
にご尽力されておりました。武田さんとは個人的
にも楽しい思い出がいっぱいあります。
改めてご冥福をお祈りします。
　秋田商業といえば、スポーツの強い学校という
印象を持っております。私が中学生の頃には土崎
中学校のプールでよく高校水泳大会が行われてい
るのを見に行き、「 1着 〇〇さん 秋田商業高校」
というアナウンスが流れているのを何度も聞いた
覚えがあります。また、特に野球・サッカー・レ
スリングが強かったようで、ニュースや新聞記事
でよく名前を見かけておりました。
　去年の大晦日には川崎市の等々力陸上競技場で
行われた全国高校サッカー大会に秋田商業高校が
秋田代表として出場しており、私も「秋田ふるさ

と応援団」の一員として応援に行きました。そし
て第 1回戦、秋田商業と鳴門高校（徳島代表）と
の試合が行われましたが、残念ながら 0対 1で敗
戦してしまいました。しかし試合では負けてしま
いましたが、応援合戦では断然私たちの方が勝っ
ていたと思います。試合後には懇親会が行われま
したが、その場には秋田商業高校出身の方々も集
まっており、改めて団結力の強さを感じました。
　私の母校につきましては、スポーツにおいてこ
れといった実績を残せておりません。ここ最近の
10年ではラグビー部が頑張って 5回全国大会に出
場することが出来ましたが、しかし試合を勝ち進
むことが出来ませんでした。最近の東北の高校ラ
グビーレベルが全国レベルから後れを取っている
ように見られておりますが、これからもっと強豪
高校を脅かす存在になってほしいと応援しており
ます。
　そんなことからどうしても他校の応援に行くこ
とが多くありますが、“「秋田ふるさと応援団」は
学校の垣根を超えて応援に行く”をモットーに、
私はこれからもどんどん応援に出かけたいと思っ
ております。
　東京雄水会の益々のご発展と会員の皆様のご健
康を祈念いたします。

右から秋田商業同窓会（東京雄水会）から応援に駆け付けた女性、
秋田ふるさと応援団副会長の筆者保坂悟（秋田中央高、東京一交会）、
秋商名物男の応援団長、水沢誠一東京一交会会長。

2015.12.31　川崎市等々力陸上競技場

秋田ふるさと応援団から「なまはげ二匹」登場して応援。
来場者の注目を集めた。
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「 秋  高  連 」  活  動  報  告
（在京秋田県高等学校同窓会連合会）

　会　長　　岸　本　六　蔵

　秋高連は、昨年創立30周年と一つの節目を通
過しました。
　資料によりますと昭和57年頃に秋高連の創立
について秋商の柴辻正さんと秋工の谷藤さんが
秋田魁新報社の森支社長、遠藤編集部長に協力
を依頼し、その後大館鳳鳴の成田さん、横手
高・戸部さん、秋高・金谷さんに声をかけ、こ
の５人が設立を企画したとあります。
　その後何回か協議を重ね①総会などの催し交
流②名簿や発行物の交換③各種研修会の実施④
県代表の運動部・文化部の応援⑤秋田県と緊密
な連携をとり秋田県勢の発展に貢献する―など
を決め、会の名称を「在京秋田県高等学校同窓
会連合会」として、秋高、秋田北、秋工、秋商、
大館鳳鳴、能代工、能代北、大農、横手高、本
荘高、湯沢高の11校を幹事校とし、秋商柴辻さ
んを事務局世話人としてスタート。
　昭和61年（1986年）11月13日連合会として
呱々の声を上げ発足、初代会長・金谷勇（秋
高）第２代・畠山達郎（大農）第３代・佐々木
富也（湯沢高）第４代・澤木誠一（秋工）第５

代・友成穂秀（能代西）第６代・柴田秀二（横

手高）第７代・高橋実（横手清陵学院）第８代
として岸本六蔵（秋商）と続いて現在に至って
おります。
　このように東京雄水会（秋商）は秋高連設立
準備時から大きく関わりを持っております。
この創立30周年にあたり毎年発行している秋高
連会報に代わり秋高連30年の歴史と足跡、活動
を振り返り「秋高連創立30周年記念特別号」を
3,000部発行し各会員同窓会及び関係者に配布
しました。
　秋高連は、この創立30周年を契機として現状
を噛みしめ、創立の理念を堅持し、将来への決
意と覚悟を新たにして活動を続けていきます。
　東京雄水会からは秋高連の運営に、岸本六蔵
（本会会長・高16期）が会長として、佐藤政雄
（本会幹事長・高21期）が運営委員・会計担当役
員、畑澤富美夫（高20期）・川口輝司（高25期）
の両副会長が代議員として参画しております。

秋高連のホームページ
http://akikoren-zaikyo.jp/

秋高連創立30周年記念フェスタ　フィナーレ 本会のフェスタ参加者
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「け  や  き  会」  活  動  報  告
副会長　越前谷　千　秋

◎ けやき会とは…秋田市内高校同窓会の在京組織
８団体と新屋郷土会の９組織が会員となり、秋
田市東京事務所内に事務局を置いています。
　 各会員組織から選出された２名並びに東京事務
所所長が運営委員として務め、内１名が会長等
の役職を兼任します。
◎ 東京雄水会からの運営委員は越前谷千秋（３年
目）と伊藤和朗（初）が務めています。また、
伊藤副会長が相談役へ就任しています。
　 今年３月までの２年間は秋田工業の出身者が会
長職を務めていましたが、４月からは金足農業
出身者が務めています。
◎ 主な仕事は、運営委員会への出席（年２回）、
秋田竿燈祭＆産直市㏌浅草の手伝い、各行事の
企画運営（在京秋田市政情報交換会、ゴルフコ
ンペ、高尾山ハイキング、年度末懇親会旅行等）
などが慣例となっています。

● 運営委員会は、総会的な会議で全運営委員が参
加し、前年度の活動・決算・監査の各報告を承
認し、新年度の活動計画・予算を決定しました。
　 第２回運営委員会では、在京秋田市政情報交換

会の実行委員会を発足させ、具体的な方向性及
び日程を決定しました。
● ゴルフコンペは、佐倉カントリー倶楽部で開催
し、26名が参加しました。
● 秋田竿燈祭＆産直市㏌浅草は、昨年第６回を開
催し、竿燈演技中の周辺警備を行いました。
● 恒例になった高尾山ハイキングですが、11月末
から12月初旬に開催して来たところを、10月に
変更したためか参加者が９名に減りましたが、
本会からは３名参加しました。
● 在京秋田市政情報交換会は、けやき会最大の行
事で、参加者179名。本会から18名参加。
　 穂積秋田市長による市政報告と参加者からの情
報提供が行われ、物産市・懇親会も好評だ。
● 運営委員・相談役・事務局員による、年度末懇
親会は、昨年に続き西船橋集合・解散の１泊２

日で千葉県長生村の「太陽の里」（途中観光）
宿に宿舎して開催されたが、今年は日程が合わ
ず本会からの参加はなかった。
◎ けやき会の諸行事には本会の会員は、どなたで
も参加できます。ＨＰをご参照ください。

（けやき会　運営委員・監査　高18期）
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秋田商業高校　平成27年度の主な出来事（抜粋）

 4.  1　村上清秀教頭　着任　　　　　  
 4.  6　着任式・新任式・始業式
　 　　 全国大会出場報告会（柔道部、剣道部男子・

女子、卓球部男子・女子、レスリング部）
 4.  7　入学式　240名（男111名・女129名）
 4.  8　対面式・学校紹介
 4. 18　雄水会近畿支部総会（鎌田校長出席）　　
 4. 25　開校記念日（95周年）
 4. 28　 開校記念講演会 演題『チャンスは目の前

に！』  ㈱北日本リゾート 代表取締役
菅原三多英氏（高45期）

 5. 20　 遠足１年：小泉潟公園、２年：大森山動
物園、  ３年：一つ森公園

 5. 26　 ビジネス実践（AKISHOP、キッズビジ
ネスタウン、エコロジカルビジネスの３

班）スタート　 
 6. 20　東京雄水会の集い（鎌田校長出席）
 6. 26　 第20回秋田県高校生徒商業研究発表大会

「AKISHOPの新たな試み」２位
 7. 11  雄水会宮城県支部総会（鎌田校長出席）　
 7. 17　秋商雄水会総会　　　　　　　　　　　
 7. 30～31　体験入学（延649名参加）
 8.  1　 硬式野球部全国高校野球選手権大会壮行会
 8.  3～ 5　 第63回全国商業教育研究会（東京）
　　　（鎌田校長他参加）
 8. 25～26　球技大会
 8. 25～  9.  1　2015世界カデットレスリング選

手権大会（ボスニアヘルツェゴビナ）
　　　 84㎏級　山田修太郎選手
 8. 28～  9.  6　第27回WBSCU18ベースボール
　　　　ワールドカップ（甲子園球場他）

　　　　成田翔投手
 9.  3　 第63回東北六県商業教育研究大会（大館

市）（鎌田校長他参加）
 9.  8　ジャズライブと講話  小林陽一（高23期）
 9. 16　就職試験開始　　　　　　　　　　　　
10.  9　広島県御調高校教員視察来校（２名）
10. 16　避難訓練　
10. 22　プロ野球ドラフト会議

　　　 成田翔投手　千葉ロッテ３位指名
10. 25　 ビジネス実践AKISHOP（秋田市民市場・

仲小路・なかいちプラザ）
10. 30～3 1　ビジネス実践  キッズビジネスタウン

395名参加
11.  6　 雄水会男鹿支部総会（村上教頭出席）
11.  7　 雄水会八郎潟支部総会（村上教頭出席）
11.  9～12　２年生修学旅行（USJ、奈良、京都）
11. 19　中国蘭州市教員視察来校（２名）
11. 26　沖縄県首里高校教員視察来校（４名）
11. 26　ビジネス実践報告会
11. 29～ 12.  8　フェンシングカデ  ヨーロッパ
　　　 サーキット（フランス）菅原康平選手　
12.  1　硬式野球部成田翔投手 
　　　 千葉ロッテマリーンズ入団発表
12.  8　 秋田県高野連優秀選手表彰　成田翔投手
12. 18　芸能発表会（本校体育館）
　　　 １年：合唱、２年：ダンス、３年：寸劇
12. 18　北海道留萌千望高校教員視察来校（１名）
12. 23　第58回吹奏楽部定期演奏会（秋田県民会館）
 1. 14　 ヤクルト石川投手来校・講話
 1. 14　秋商雄水会賀詞交歓会（ビューホテル）
 1. 25　 日本学生野球協会優秀選手表彰　工藤慶

捕手
 1. 29　公立高校入学者前期選抜試験
　　　　（定員72名　出願87名　1.21倍）
 1. 29　雄水会市役所支部総会
 2.  6　雄水会由利本荘支部総会（船木教頭出席）
 2. 16　高知県立山田高校教諭視察来校（１名）
 2. 19　秋商雄水会新入会員入会式
 3.  3　第67回卒業証書授与式　　　　　　　　
　　　　239名（男94名　女145名）
 3.  8　一般選抜学力検査 
　　　 （定員168名　出願205名　1.22倍）　　　
 3. 24　退任式・離任式
　　　 退任：鎌田校長、離任：船木教頭他
 3. 25　平成27年度人見スポーツ賞受賞　　　　
　　　 個人の部　硬式野球部　成田翔



― 42 ―



― 43 ―

東 京 雄 水 会 会 則

第 １ 条 （名　　　称） 　
　　 本会は東京雄水会と称し、秋田市立秋田商業
高等学校同窓会東京支部を構成する。 

第 ２ 条 （目　　　的） 
　　 本会は、会員相互の融和・親睦の向上を図り、
同窓会本部との連携を緊密にし、母校の発展
に資することを目的とする。 

第 ３ 条 （事　務　局） 
　　 本会の事務局は、幹事長宅に置くことを原則
とする。 

第 ４ 条 （事　　　業） 
　　 本会は、会報の発行及び会員名簿の整備を行
うほか、第２条の目的達成のために必要な事
業を行う。 

第 ５ 条 （会　　　員） 
　　 本会は、東京首都圏内に居住する、秋田市商
業学校・土崎商業学校及び秋田市立商業高等
学校を卒業した者及び在学した者を普通会員と
し、同校の職員であった者を特別会員とする。 

第 ６ 条 （役　　　員） 
　　本会に、次の役員を置く。 
　　　⑴　会　　長　１　名
　　　⑵　副 会 長　若干名
　　　⑶　監　　査　２　名
　　　⑷　幹 事 長　１　名
　　　⑸　副幹事長　若干名
　　　⑹　常任幹事　若干名
　　　⑺　幹　　事　若干名

第 ７ 条 （役員の任期） 
　　 役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げ
ない。 

　　２． 補充された役員の任期は、前任者の残任
期間とする。 

　　３．   役員は、任期が満了しても次期役員が就
任するまでの間は、その任務を続けなけ
ればならない。 

第 ８ 条 （役員の任務）
　　役員の任務は、次の通りとする。 
　　　⑴　会長は、本会を代表し会務を総理する。
　　　⑵　 副会長は、会長を補佐し会務を分掌す

ると共に、会長に事故ある時は、その
任務を代理する。 

　　　⑶　監査は、会務及び会計を監査する。 
　　　⑷　 幹事長は、日常業務及び会計を処理し、

副幹事長・常任幹事及び幹事を統轄す
る。但し、会計業務は副会長または副
幹事長の内一名を指名して、委託する
ことができる。

　　　⑸　副幹事長は、幹事長の業務を分掌する。 
　　　⑹　 常任幹事は、日常業務を分掌するほか、

幹事の一部を掌握する。
　　　⑺　幹事は、同期の会員を掌握する。 

第 ９ 条 （顧　　　問） 
　　本会に、顧問を若干名置くことができる。 
　　２． 顧問は、役員会の推薦に基づき、会長が

委嘱する。
　　３．顧問は、会長の諮問に応える。 

第 10 条 （機　　　関） 
　　本会に、 次の機関を置く。 
　　　⑴　総　　　会
　　　⑵　役　員　会

第 11 条 （総　　　会） 
　　 総会は、本会の最高議決機関とし、毎年1回
定期的に開催するほか、役員会が必要と認め
たときは臨時総会を開催する。 

　　２．次の事項は、 総会の付議事項とする。 
　　　　 ⑴　活動報告　
　　　　⑵　収支決算報告　
　　　　 ⑶　収支予算案
　　　　⑷　役員選出　
　　　　 ⑸　会則の改廃
　　　　⑹　その他役員会が必要と認めた重要事項

第 12 条 （役　員　会） 
　　 役員会は、総会に次ぐ議決機関とし、本会の
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慶　 弔 　規 　程

　本会の慶弔に関する業務を公正に遂行するため、
この規程を定める。 
　１．本会から出費する祝い金は次の通りとする。 
　　⑴　 叙勲又は社会的な貢献により、国から表

彰若しくは褒章を受けた者に対して
……………………………………10,000円

　　⑵　 他の支部又は他校の同窓会総会等に招待
され出席する場合    ………………10,000円

　２．   本会から出費する弔慰金等は次の通りとす
る。 

　　⑴　会長経験者及び現職の会長………………

　　　　 弔電＋生花又は花輪1基＋香典 10,000円
　　⑵　 会長経験者以外の顧問及び副会長・監

査・幹事長・副幹事長・常任幹事………
　　　　 弔電＋生花又は花輪1基＋香典 5,000円 
　　⑶　上記１・２に該当する者以外の会員

…………………………………………弔電
　　⑷　 その他、特に必要と認められるものにつ

いては、会長の判断により対応する。 
この規程は、 平成20年６月21日から施行する。 
この規程は、 平成24年６月16日から改定施行する。

会報永久保存規程

　本会の歴史を綴る会報を適正且つ永久に保存す
るため、この規程を定める。 
　１． 永久保存する会報の部数は、原本１部及び

合冊製本したもの５部とする。 
　２．保管場所は、次の通りとする。 
　　⑴　原本は、事務局とする。 
　　⑵　 合冊製本したものは、母校３部及び会長・

会報編集責任者各１部とする。 
　３． 役員が変更された場合は、これを引き継ぎ

役員会に報告するものとする。 
　４． 幹事長は、毎年発行した会報６冊を永久保

存用として保管し、５年毎に５部合冊製本
しなければならない。 

この規程は、平成24年６月16日から施行する。 

会 計 処 理 規 程

　本会の会計処理業務を継続して適正に遂行する
ため、この規程を定める。 
　１．収入・支出の会計処理は、総額計上とする。 

　２．出金は、領収書と引換えに行うものとする。 
　３．  領収書は、Ａ５判の台紙１枚に付き１枚を

貼付し、出金の順に綴ることを原則とする。

重要事項を審議・処理する。 

第 13 条 （招集・議決） 
　　 総会及び役員会は、会長が招集し、議長は会
長が務める。 

　　２． 議事は、すべて出席者の過半数を以って
決する。 

第 14 条 （会　　　計） 
　　 本会の経費は、会費・寄付金及びその他の収
入を以て充てる。 

　　２．本会の会費は、年額2,000円とする。
　　　 　 但し、卒業後４年間は会費の納入を免除

する。
第 15 条 （会 計 年 度）
　　 本会の会計年度は、４月１日から翌年３月31

日までとする。 

附  　則 
　　 この会則は、昭和46年10月23日から施行する。 
　　２．  この会則は、平成27年６月20日から改定

し施行する。 
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　４． 感熱紙のレシートは、時の経過により印字が
消滅する可能性が高いため金額を赤書する。 

　５． 入・出金は全て入金又は出金の順に振替伝
票に記載し、出納帳・補助簿・元帳に転記
する。 

　６．  勘定科目及び仕訳内容は、次の通りとする。
　　　但し、追加が必要な場合は役員会で決定する。 

収　入　の　部
　１． 総会会費…表示額を超える部分は寄付金と

する。
　２． 年 会 費…振替手数料の上乗せ納入部分は

事務通信費の戻りとする。 
　３．寄 付 金…⑴～⑶の合計
　　⑴　 一般寄付金…総会等の祝い金・特定外の

寄付金
　　⑵　その他寄付金…特定の目的の寄付金
　　⑶　応援寄付金…応援費特定の寄付金
　４．広 告 料…会報等の広告掲載料

　５．雑 収 入…受取利息他1～4に該当しないもの

支　出　の　部
　１．総会費…会場費・講師・記念品等の直接費用
　２．会報費…印刷製本費
　３．会議費…総会以外の諸会議費用
　４． 事務通信費…総会 ･会議の案内 ･資料 ･会

費納付 ･寄付依頼作成費 ･会報を含む送料
･振替手数料

　５．名簿整備費…名簿修正・登録委託料
　６．寄付交付金…⑴⑵の合計
　　⑴　サークル活動…各サークルの活動費補助
　　⑵　その他寄付…特定寄付金の納付・出金等
　７．応援費…母校の応援・激励費用
　８．渉外費…慶弔費・他団体の会費･祝金･広告費
　９．記念事業費…周年記念等の特別事業費
　10．雑　費…１～８に該当しないもの
この規程は、 平成24年６月16日から施行する。  
この規程は、平成26年６月21日から改訂施行する。

  Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ



― 46 ―

　　　役　員　名　簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年６月～平成30年６月）  　　※は新任者・無印は留任者

顧　　問　　　　　　大川与四郎（高 3）　橋本　隆一（高 4）　佐藤　ぎん（高 5）　佐藤　聰明（高 5）　
　　　　　　　　　　佐藤　剛男（高 5）　浅間　昭夫（高 6）　今野　清宗（高 6）　和田　武男（高 8）　
　　　　　　　　　　加藤　和子（高13）　佐藤美智子（高16）
会　　長　　　　　　岸本　六蔵（高16）
副 会 長　　　　　　伊藤　　晶（高 9）　越前谷千秋（高18）　阿部　信男（高19）畑澤富美夫（高20）
　　　　　　　　　※伊藤　和朗（高21）　川口　輝司（高25）※齊藤奈智子（高33）　
監　　査　　　　　　柴辻　清治（高 7）※田口　　繁（高21）　
幹 事 長　　　　　　佐藤　政雄（高21）
副幹事長　　　　　

常任幹事　　　　　　丹波日出夫（高10）※山上　和徳（高11）　遠藤　武二（高16）　松岡　悦子（高17）
　　　　　　　　　　宮野　精一（高18）　柏谷　淳子（高19）※大橋　弘幸（高21）※菊地　　昇（高22）
　　　　　　　　　　佐々木続男（高22）　安藤　　勝（高27）　佐藤　　満（高31）　木田橋　誠（高32）
　　　　　　　　　　神馬美代子（高41）
幹　　事　　　　　　佐々木　博（高 4）　黒沢　登姓（高 6）　大門　　彰（高 8）　渡部　義春（高 8）
　田口　紘子（高10）※細井　　昇（高10）　箕輪　　勉（高10）　石田　京子（高11）　小玉千代志（高12）
　鈴木　正之（高12）　細谷　　斎（高12）　阿部　　誠（高13）　三浦智惠子（高13）　大沢　弘子（高14）
　竹内　繁雄（高14）　安藤　政司（高15）　伊藤　峰男（高15）　川合タミ子（高15）　進藤　紀夫（高16）
　増田　玲子（高16）　石代　　強（高17）　須磨　　仁（高17）　秩父　良三（高17）　永井　秀悦（高18）
　横山　節子（高18）　菊地　正義（高19）　長野　悦子（高19）　足利　道夫（高20）　落合由津子（高20）
　松野　正志（高20）　稲岡　春夫（高21）※加藤　　通（高21）※石黒久美子（高21）※中田　幾子（高21）
　丸藤田鶴子（高22）　細谷美貴男（高22）　大澤　　誠（高23）　細貝　裕子（高23）　鎌田　　勝（高24）
　嶋田久美子（高24）　工藤　輝雄（高25）　竹内　律子（高25）　中野　　都（高26）　細谷　　武（高26）
　鈴木　敏子（高27）　岩佐　礼子（高28）　太田　　守（高28）　佐藤　　洋（高28）　五十嵐聖一（高29）
　千葉　信也（高29）　高橋　　司（高30）　寺嶋万里子（高30）　布施　弘之（高30）　本間　直人（高31）
　内田ゆかり（高32）　大友　英春（高33）　佐々木幸栄（高33）　須藤はるか（高33）　伊藤　和樹（高34）
　工藤留美子（高34）　佐藤　　寿（高34）　佐藤　　雄（高35）　白水　信美（高35）　川野美奈子（高36）
　斉藤　　歩（高36）　増子　政子（高37）　湊　　恭太（高37）　木内　雅也（高38）　菅原恵美子（高38）
　江川　政幸（高39）　橋本　信二（高39）　相場　文香（高40）　横内由希子（高40）　広川　直人（高41）
　佐藤　珠実（高42）　森澤　弘光（高42）　見原　慈子（高43）　山内マリ子（高44）　斉藤美香子（高45）
　沢里　春美（高45）　畠山　智浩（高46）　藤嶋　大久（高46）　京増　　麗（高47）　進藤恵里子（高49）
　佐々木　渉（高51）　渡邉　　渉（高51）　佐々木大輔（高52）　佐藤　大介（高52）　石塚　真紀（高53）
　長谷部那征（高53）　川村　裕介（高54）　浅野　悠一（高55）　阿部　和人（高55）　伊藤　駿希（高58）
　渡部　　茜（高59）　伊藤　智博（高60）　下間　卓己（高60）　杉舘　　彩（高62）　池田　萌子（高63）
　石岡　未来（高63）　近江谷　慎（高63）　佐藤　知武（高63）　菅原　啓太（高63）　池田　知成（高64）
　伊藤　優也（高64）　佐藤明日香（高64）　菅原　涼香（高64）　加藤　夏海（高65）　今野　昌太（高65）
　齊藤　直道（高65）　田口　怜奈（高65）　田村　翔大（高65）※秋元　聖矢（高66）※櫻庭　功大（高66）
※佐藤　公宣（高66）※鈴木　裕大（高66）※正木　　央（高66）
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秋田商業高校の所在地
〠010-1603

秋田市新屋勝平台 1－1

TEL  018-823-4308
FAX 018-823-4310

◎齊藤奈智子
　松岡　悦子
　柏谷　淳子
　神馬美代子

◎阿部　信男
○川口　輝司
　越前谷千秋
　佐藤　政雄

◎畑澤富美夫
　遠藤　武二
　川口　輝司
　宮野　精一

◎団　長
　遠藤　武二
○副団長
　安藤　政司
　菊地　　昇

◎越前谷千秋
　岸本　六蔵
　伊藤　　晶
　伊藤　和朗
　松岡　悦子
　柏谷　淳子
　佐藤　　満

女性担当 ＨＰ担当 応援担当 応 援 団 会報担当

副幹事長・常任幹事・幹事

東京雄水会　組織図
総　　　会

（東京雄水会の集い）

顧 問 団

監　　査

渉外担当
秋高連担当
 役岸本　六蔵
 〃佐藤　政雄
 運  大橋　弘幸
 代畑澤富美夫
 〃川口　輝司
けやき会担当
 役越前谷千秋
 運伊藤　和朗　　
マスコミ担当
  阿部　信男
他校同窓会担当
  佐藤　政雄　　

柴辻　清治
田口　　繁 伊藤　　晶　　越前谷千秋　　阿部　信男　　畑澤富美夫

伊藤　和朗　　川口　輝司　　齊藤奈智子　　

◎佐藤　政雄
○伊藤　　晶
○越前谷千秋

◎佐々木進三
○松岡　悦子

◎遠藤　武二
○湊　　次成

◎畑澤富美夫 ◎和田　武男

◎川口　輝司
○齊藤奈智子

◎佐藤　政雄◎佐藤　政雄

会　　長

幹 事 長

経 理 担 当 名 簿 担 当 議事録担当

副 会 長

事 務 局

サークル活動

集い担当

ΟＢ・ＯＧ会等
部活OB・OG会 職場OB・OG会同 期 会

各期幹事 各クラブOB・OG 各職場のOB・OG

東雄句会（俳句） 雄球会（ゴルフ） 東雄文化部（観劇等） 東雄ハイキング 東雄囲碁同好会

岸本　六蔵

　佐藤　政雄

平成 28年６月 18日作成
（◎印は責任者・○印は補佐・事務局
 運は運営委員・代は代議員・役は役員）

◎岸本　六蔵
　（分担は別途検討）

◎畑澤富美夫

各 期 幹 事

役 員 会

物 故 者 　平成27年の「集い」以降に判明または寄せられた、会員の訃報は次の通りです。

　　　本郷　良直（秋15）　　高井　誠一（秋19）　　小松吉三郎（秋20）　　小笠原輝一（秋21-5）
　　　高橋　政昭（高 2）　　宮腰　賢二（高 4）　　清水　貞夫（高 7）　　武田　夏男（高 7）
　　　高橋　四郎（高 8）　　加賀谷　博（高 9）　　樋渡　金彦（高12）　　浅野　欣也（高14）　
　　　土肥　敏明（高14）　　牧野　米雄（高16）　　伊藤　純悦（高17）　　佐藤　幸子（高22）　
　　　須田　直美（高23）　　田山　裕紀（高55）　　
　　　■謹んでご冥福を、お祈り申し上げます。

　※転居・訃報等の情報は、事務局または役員へご連絡ください。
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　今年度も会員の皆様のご協力をいただき、会報
の発行に至りました。原稿をご寄稿いただきまし
た執筆者の皆様に、この場をお借りしまして心か
ら感謝申し上げます。
　本年は申（さる）年です。これには「伸ばす」
という意味があり、「草木が十分に伸びきり、実
が成熟して香りと味がそなわり固く殻におおわれ
ていく時期」という意味だそうです。本年良き果
実を実らせられるよう、私も皆様と共に東京雄水

会の発展に寄与できれば幸いです。
　さて、私たちの周りには本当に数多くの小冊子
や機関誌がありますが、皆様はどのような雑誌に
興味を持ち、どこから読み始めるでしょうか。こ
の会報誌はいかがでしょう。表紙の学校写真、会
の活動報告や事務連絡、そしてサークル活動報告
や同期会・OB会報告と、今後もより充実した中
身となるよう、皆様からの記事投稿をお待ちして
おります。編集責任者　越前谷　千　秋（高18期）



東京雄水会　会報　第43号
平成28年６月18日  　 発行
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